
なっとく！原子力とエネルギーの ＡＱ &

観光プロデューサーが見た、感じたOh!MyZAKI

LLike an OMAEZAKI
私たちの「あたりまえ」が、市外の人には「お宝」なコト・モノ

照　会　危機管理課　　　　☎０５３７�１１１９
　　　　エネルギー政策課　☎０５３７�１１３４
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　御前崎市には年間を通じて市外から多くの若者
が訪れます。年中楽しめるサーフィンやスポーツ
チームの合宿、大学生サークルの夏合宿、キャン
プ、春休みと夏休みに多い自動車学校の合宿免許
教習など。
　2月～ 3月にかけ、遠鉄浜岡自動車学校様の協
力を得て、主に首都圏と中京圏から来ている合宿
免許教習生を対象とした「御前崎を満喫する日帰
りモニターバスツアー」を実施しました。日曜日
午後の教習の合間を利用して３回開催し、大学生
を中心に約 70人が参加してくれました。
　２月に実施した回では、いちご狩り、灯台と灯
台周辺の海岸の素晴らしい景色、おいしい食事な
ど、行く先々で歓声が上がり、スマートフォンで
写真撮影をする姿が見られました。

Ｑ 原子力災害時の広域避難について教えて！

　静岡県や関係市町が、原子力災害時の広域避
難の実効性向上を図るため、図上訓練を 1月
31 日、実働訓練を 2月 4 日に実施しました。
万が一、浜岡原子力発電所で福島第一原子力発
電所のような事象が発生した場合には、県内に
設置される避難退域時検査所を経由して、避難
先（浜松市または長野県）に設置される避難経
由所に自家用車で避難していただきます。

市外から来た若者に人気のまち

照　会　商工観光課　☎０５３７�１１３５
御前崎市観光プロデューサー　山崎　淳

　ツアー終了時のアンケートでも満足度が大変高
く、「免許を取ったらドライブでまた御前崎に来
たい」と答えた人がほとんどでした。
　若者の元気な笑顔は、触れ合う周りの人を元気
にさせますね。今後も市外から来る若者をみんな
で温かく迎えたいと思いました。
　遠鉄浜岡自動車学校のスタッフの皆様、ご協力
ありがとうございました。

※詳細は原子力防災広域避難ガイドマップまたは広報おまえざき
12月号P20～P21「原子力災害」の記事をご覧ください。
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避難退域時検査及び簡易除染の実施候補箇所（西方）
候 補 箇 所 避 難 経 路

遠州豊田PA、三方原PA、浜名湖SA、航空自衛隊浜松基地 東名高速道路

遠州森町PA、浜松SA 新東名高速道路

竜洋海洋公園 国道150号

地区ごとの避難先

地区名 避難先1 （原子力災害が単独で発生した場合） 避難先2 （大規模地震や複合災害などで避難先1に避難できない場合） 避難所
避難先 避難経由所 避難先 避難経由所

池新田地区

静岡県
浜松市

浜名湖ガーデンパーク
浜松市西区村櫛町5475-1

長野県松本地域 小坂田公園
塩尻市塩尻町1080

避難
経由所
で案内

高松地区 長野県北アルプス地域 大町運動公園
大町市常盤5638-44

佐倉地区 浜松市渚園
浜松市西区舞阪町弁天島5005-1 長野県松本地域 安曇野市防災広場

安曇野市豊科南穂高803
比木地区 浜松まつり会館北側・遠州灘海浜公園「風車公園」南側駐車場

浜松市南区中田島町1313・1674

朝比奈地区 遠州灘海浜公園「凧場公園」
浜松市南区白羽町2834-1 長野県北信地域 中野市B&G海洋センター

中野市穴田3697-2

新野地区 浜松市渚園
浜松市西区舞阪町弁天島5005-1 長野県松本地域 松本市音楽文化ホール

松本市大字島内4351御前崎地区 浜松まつり会館北側・遠州灘海浜公園「風車公園」南側駐車場
浜松市南区中田島町1313・1674

白羽地区 遠州灘海浜公園「凧場公園」
浜松市南区白羽町2834-1 長野県長野地域 南長野運動公園

長野市篠ノ井東福寺320
※詳細は御前崎市危機管理課発行の「原子力防災広域ガイドマップ」に掲載

御前崎市内全域が「予防的防護措置を準備する区域（PAZ）」。「放射性物質の放出前に避難開始」となる。
避難のタイミング

事　例 緊急事態区分 PAZ の防護措置

市内で震度6弱以上の
地震が観測された時など

警戒事態
異常事態の発生、またはそのおそれがあるとき

要配慮者などは避難準備

発電所の全交流電源が
喪失した状態が継続した時など

施設敷地緊急事態
放射線による影響が起こる可能性があるとき

要配慮者などは避難
一般の人は避難準備

原子炉を冷却する
全ての機能を喪失した時など

全面緊急事態
放射線による影響が起こる可能性が高いとき

全市民の避難、
安定ヨウ素剤服用の指示
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基本的な避難行動

親戚や知人宅などに避難する場合も、市の避難指示により避難を開始する。その際も避難退域時検査場所を経由する。安否確
認のため、避難後には御前崎市へ連絡する。

親戚の家などへ避難する人は？

「放射性物質が放出される前に避難した証明書」が発行される。証明書は避難先で確認となる。万が一、避難途中に放射性物
質が放出された場合には、スクリーニング検査により放射性物質による汚染がないか確認する。必要により除染作業をする。

避難退域時検査場所では何をするの？

長距離・長時間の避難により生命に危険が及ぶと思われる人は、即時避難による健康リスクを踏まえて、市内の放射線防護施
設へ一時的に退避し、避難先の受入準備と適切な搬送体制が整ってから退避する。在宅の人と放射線防護施設ではない社会福
祉施設の入所者は近隣の参集型施設へ介助者と共に避難する。

即時避難では健康リスクのある人は？

避難先での第１目的地。到着後は休息と避難所の案内がある。
避難経由所では何をするの？

県内に設置される避難退域時検査場所を経由して、避難先に設置される避難経由所へ向かう。避難先1は「浜松市」、
避難先1に避難できないときは避難先2の「長野県」へ避難する。

避難先
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直接
肌を出さない
服装

避難時の服装

口と鼻をおおうもの
マスクやタオルなど

長袖

手袋・軍手・ゴム手袋

長ズボン

靴下・長靴・運動靴

頭をおおうもの
帽子やフード付上着

レインコート
なども可
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害
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二次元コードから
避難行動の流れを
確認できる
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浜松市と長野県のどちらに避難すれば良いの？
　原則、原子力災害が単独で発生した場合などは浜松市に避難します。大規模地震と原子力
災害が複合的に発生した場合などで、浜松市に避難できない場合は長野県に避難します。災
害時には、静岡県が避難先に受入可否を確認し、その結果をもとに市民に避難指示をします。
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